
吉野準耐火システム（遮音構造） 

スーパーウォール WP について 

令和 3 年 10 月 22 日 

吉野石膏株式会社 

 

１．当壁工法と耐火・遮音認定の関係 
・添付する耐火構造および遮音構造の認定条件は、広い範囲で認めていただいております。 

一方、スーパーウォール WP は、これらの認定の一部を用いて商品化した工法となります。当壁工法の施

工は、弊社が発行する最新の「標準施工指導書」を遵守願います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．当壁工法の注意点 

・当壁工法を共同住宅の住戸等の区画として用いる場合は、消防庁の定める施工管理体制に従う必要があり

ます。 

施工管理体制とは、弊社の技術研修を修了した監督者が、弊社の「標準施工指導書」および 

現場毎に作成した「施工計画書」に沿って施工するよう監督指導すること、施工の結果を記録 

保存しておくこと。 

当壁と床等の接合部は「タイガーロックフェルト」や「タイガーU タイト」などによる四周処理が 

必要となります。 

詳しくは弊社が発行する最新の「標準施工指導書」でご確認願います。 

・「標準施工指導書」の内容で認定書に係る事項について疑義が生じた場合は、弊社と協議した上で認定条件

の範囲に従って施工方法を検討してください。尚、「標準施工指導書」に明記されていない事項、認定書に

記載のない事項・納まり等は必ず、設計・建築主事・所轄消防等にご確認願います。 

 

 

以 上 
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下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条

(同法第88条 第 1項において準用する場合を含む。)の 規定に

第 2条第七号の二並びに同法施行令第 115条 の2の 2第 1項第

(間仕切壁 (耐力壁):各 1時 間)の 規定に適合するものであるこ

1.認定番号

QF060BP -0007

2.認定をした構造方法又は建築材料の名称

記

両面 '両面ボード用原紙張ガラス繊維混入せつこう板 ・強化

せつこうボード張/木 製枠組造間仕切壁

3認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。



別 添

1 構 造名

al面 ・両 面ボー ド用原紙 張ガ ラス繊維混入せ つ こ う板 ・強化せ つ こ うボー ド張/木 製

枠組 造 間仕切壁

2 寸  法

壁 高及 び壁 幅 につ いては、構造計算等 に よ り構造安全性 が確 か め られ た寸法 とす る。

3 材 料構 成等

項 日 等様仕日
ｍ製

被覆材 両面ボー ド用

原紙張ガラス

繊維混入せ つ

こ う板 (上 張

り すヽ)

規格 i不 燃材料認定番号 NM 964 5、

形 状 i平 板

表面 の形状 !平 滑

端部 の形状 !ス クエアー、テーパー

厚 さわ皿)モ 951251 5± 05

か さ比重 ,13± 013

大 き さ (811):最小 910 X l , 8 2 0、最 大

JIS A 6901

、 ハミ
ハミル

1 , 2 1 0× 4 , 5 0 0

強化せ つこ う

ボー ド(下 張

り tr)

規格 :不 燃材料認 定番号

形状 :平 板

表面の形状 :平 滑

端部 の形状 !ス クエアー

ナ享さ (mm):125・ 15・16 18

か さ比重 !075以 上

大 き さ (ml) :最 小 910×

Nヽ4-8615、  JIS A 6901

、 ア
~タ ミ~、   ハ ミル

2 1  2 5  ± 0 5

1 , 8 2 0、最 大 1,21 0 X 4 , 5 0 0

副構 成材 料 くぎ、タッピ

ンね じ等

下張 り強化せ つこ うボー ド取付 け用

種類及び寸法 (mll )
・せ っこ うボー ド用 くざ (o23 4 X 3 8 1以 上 )
・ステ ン レス鋼 くぎ (ゅ 245 X 4 5以 上 )
・タ ッピンね じ(ゅ 35× 40以 上 )

留 め付 け間隔 (Iul )

周 辺部 :100以 下、中関部 i200以 下

上 張 り両面 ボー ド用原紙 張ガ ラス繊維 混入せ つ こ う板 取付

け用

種類及び寸法 (lul l )
・ステープル (Ⅲ目4以 上、長 さ 19以 上 )
・せ つこ うボー ド用 くぎ (ゅ 234× 38〕以上)
・ステ ン レスtltlくぎ (φ 245× 45以 上 )
・タ ッピンね じ(ゅ 35× 40以 上 )

留 め付 け間隔 (■lll )

200以 下

取付 け方法

ステープル で下張 り強化せ っ こ うボー ドに取付 け るか、
せ っ こ うボー ド用 くぎ、ステ ン レス鋼 くぎまたは タ ッ
ピンね じで下地材 に取付 ける。

たて枠取付 け用

種類及び寸法 (tll )
。鉄 丸 くぎ (ゅ 411× 889以 上 )
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日項 等様口
四製 仕

副構成材 料 L張 り材 用接

着斉」

種類

酢酸 ビニル樹脂系、アク

ポキシ樹脂系、ポ リア ミ
コー ン系、合成 ゴム系、

塗打量(g/ポ)1200以上

リル樹脂 系、 ウレタン樹脂 系、

ド系、ポ リサル ファイ ド系、シ

せ つ こ う系、炭酸カル シウム系

エ

リ

上張 り材 用 目

地処理材

目地処理材 の種類及び塗布 量

せ つ こ う系または炭酸 カルシウム系 (200 g / m以上)
ガ ラス繊維 テープの寸法 (III l )

厚 さ 02以 上 、幅 50以 上

敷 目板 (必 要

に応 じて取付

ける。)

種 類

せ っ こ う板 、せ っ こ うボー ド、強化せ つ こ うボー ド、繊
維 混入 けい酸 カル シ ウム板 、 グラス ウール保 温板 または
ロックウール保温板 (保温板の密度はいずれも 80 k J mヨ以 上)
寸 法 (81m )

厚 さ 4～ 25、幅 38以 上

仮止 め用 くぎ等

種類 、寸法 (III I l )等
・ステ ン レス側 くぎ (φ 15× 16以 上 )
・鉄丸 くぎ (◆ L5× 19以 上 )
・せ つ こ うボー ド用 くぎ (ゅ 234× 254以 上 )
・タ ッピンね じ(o28 X 1 6以 上 )
・ステープル (幅 4以 上、長 さ 16以 上 )
・粘着テープ又は両面粘着テープ

粘 着斉1の種類 :ア ク リル樹脂 系、 ポ リア ミ ド系 、天

然 ゴム系、合成 ゴム系
寸法 :厚 さ 3以 下、幅 140以下

・接着斉1

種類 t接 着剤 の種類 は、前記 の上張 り材 用接 着剤 に
同 じ。

___理室打量(3/ぱ):200以下
下 地 材 上枠及 び下枠 種類

JA Sに規定す る枠組壁工法構造用製材または構造用集成材
断面寸法 (IIM )

1重 壁 の場合 :38× 140以上

2重 壁 の場合 :38× 89以 上

たて枠 種類                     ~ ~ ~

J A Sに 規定す る枠組壁工法構造用製材または構造用集成材
断面寸法 (III l )

3 8× 89以 上

取付 け間隔 (81m )

4 5 5以 下

中空部 の厚 さ (mm)

1重 壁 の場合 :140～ 774

2重 壁 の場合 i178～ 774

中 空 部 断 熱

材 (必要 に応

じ て 、 ① ま

た は ② を 挿

入す る。 )

①グラスウー

ル

規 格 :JI S  A  6 3 0 1、JI S  A  9 5 0 4

厚 さ (I I I  l ) 1 1 2以上

密 度 (kg / m 3 ) 1 1 0以 庄

または JIs A 9521

② ロックウー

ル

規 格 :JI s  A  6 3 0 1、JI S  A  9 5 0 4また は Лs A  9 5 2 1

厚 さ (l l  l ) 1 2 5以上

密 度 (kg / m a )モ10以 上
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目項 等様製 仕

下地 材 及 び

被 複 材 の 施

工方法

ド地 材 の組 立

て

たて枠を次のいずれかの方法で上枠及び下枠に取 り付ける。

① l重 壁 の場合

たて枠の配置は、片面の被覆材のみを取付けるたて枠 (以

下、たて枠① とい う)と、 もう一方の面の被覆材のみ を取
付 けるたて枠 (以下、たて枠② とい う)の千鳥 たて枠構造
とす る。たて枠① を 45511■以下の間隔で配置 し、次にた

て枠①相互の中央に、たて枠②を 455 mrl以下の間隔で配

置 し、両者 ともゅ 41l X 889 mll以上の鉄九 くぎで上枠及
び下枠に取付ける。

② 2重 壁 の場合

たて枠 を 455m以 下の間隔で配置 し、上枠及び下枠に ゅ
411× 88911■以上の鉄丸 くぎで取付けた下地材を 2組 製
作する (以 ド、下地材①、② とい う)。

下地材 の取付

け

聞仕切壁 を設置す る位置に前記の下地材 を配置 し、鉄丸 く
ぎ等で躯体に固定す る。2重 壁 の場合は、下地材① と② を
並列に配置 し、その相互のたて枠の間隔が 227511m以下とな
るように躯体に固定する。

下 張 り材 の 取

付 け

下張 り材 を次 のいずれ かの方法 でたて枠 等 の下地材 に取付
ける。

① l重壁の場合
片面の下張 り材は、たて枠①、上枠及び下枠に、もう一

方の面の下張 り材は、たて枠②、上枠及び下枠に、φ234
× 38 1 EIl以上のせっこうポー ド用 くぎ等で周辺部を 100
1ul以下の間隔で、中間部を 200■ll l以下の間隔で留め付ける。
② 2重 壁の場合
片面の下張 り材は、下地材①に、もう一方の面の下張 り
材は、下地材②に、上記のせっこうボー ド用くぎ等を用い、
上記と同じ間隔で留め付ける。

上振 り材の取

イヽJけ

上張 り材 は、次のいずれかの方法で下張 り材等に取付け、
その 目地部 をせっこ う系等 目地処理材 (2008/m以上)及びガ
ラス繊維テープ (厚さ 02111以上、幅 50 oul以上)にて平滑に仕
上げる。

①接着斉」(200g/ポ以上)を併用 して、幅 48111以上、長 さ 191111

以上のステープルで 200 mt以下の間隔で下張 り材に留め付
ける。

②接着斉1(200g/ポ以上)を併用 して、 φ 234× 381 mm以上の
せ つこ うボー ド用 くぎ等で 200w〕以下の間隔で下地材 に
留め付ける。

③接着斉1(200g/ポ以 上)を併用 して、 ゅ 35× 40田m以 上のタ

_∠ ゴ ンね じで 200 1Bl以下の間隔で下地材に留め付ける。

-3-
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4 構 造説明図

(1)透 視図

(単位 :mfr)

注)必 要に応じて、壁体中空部にグラスウール (厚12師以上、密度10kg/m)以上)又 は
ロックウール (厚25mm以上、密度10kg/mJ以上)を 挿入する。

-4-
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(2)断 面図

① l重壁の場合 (単位 :mm)

ステメル (4×19以上 @Z00以 下)害

/印

傘却
|

水平断面図

注)者
予坊,ヒ所(岸発品景型F畜屋論尾ネイム撃亨智勝 ま度

10kg/m以上)又は

22～40

211:!iilll!!iill:十

鉛直断面図

艦着剤 (200g/高以上)

‐5‐
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②l重壁 (敷目板仕様)の場合 (単位 :mm)

せつこう
及びガラ

地処理材
テープ (

せつこうポート用くぎ 〈ゆ2 3 4×3 8 1
周 辺部 @ 1 0 0 以 下  中 間 = F Q 2 0 0 以下 )

ステフル(4×19以上 @200以 下)

印 |ヽ

接者剤 (200ノ高以上)

接着剤 (200g/高以上)

数 目板 (庫4～ 25

せっこう
及びガラ

斗“～石|
1 的  叩

1再“  1品4

斗 “
～2 5 1

せつこうボード

ポード ラス繊維
5 1 2 5  , 5 )

た)告
夢歩,ヒ所溝登品憲堅F畜晨希尾夙イ&呈科智麟もま度

10kg/m以上)又は

鉛直断面図

水平断面図

,6‐
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③2重壁の場合

長3身号奏轟是掌控

接着剤 (200g/高以上)

注)告
ラ5,ヒ所(摩農品最堅F畜晨喬岳ネ!ほ世亨智麟↓選度

10k〔/m以上)又は

(単位 i mm)

鉛直断面図

水平断面図
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④2重壁 (敷目板仕様)の 場合

地 処

(単位 i mm)

つ
び ス

こう本― ド用く 234× 381

ステメル (4×19以上 @200以 下)

38X89以 上)

せつこう本― ト
1 2  5  , 5  1 6 18 21 25

ポード用く 2 34X38 〕

敷日板 〈暉4～25、幅38以上)

200g/nn以上)

たて件 (38×89以上)

ポード用 ラス慨終
5  1 2  6  1

(38×8

イ 印

せつこうポード

接者剤 (200g/高以上)

と)告
予歩,ヒ所溝資品霞智F畜屋希尾ネ!h壁T智麟↓ぎ底

10kg/m'以上)又は

水平断面図

‐8
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施 工方法

(1)下地 材 の組立て

上枠 及び下枠 に墨 出 しを行 い、たて枠 を次 のいずれかの方法で上枠 及び下枠 に取 り

付 ける。

① l重 壁の場合
たて枠の配置は、片面の被覆材のみを取付けるたて枠 (以下tた て枠① という)と、
もう 一方の面の被覆材のみを取付けるたて枠 (以下、たて枠② という)の千烏たて枠
構造 とする。たて枠①を 455 mm以下の間隔で配置 し、次にたて枠①相互の中央に、
たて枠②を 455 mm以下の間隔で配置 し、両者ともo411× 88 9 mm以上の鉄丸くぎで
土枠及び下枠に取付ける。

② 2重 壁の場合
たて枠を 455 mm以下の間隔で配置し、上枠及び下枠に o411× 88 9 mm以上の鉄丸
くぎで取付けた下地材を 2組 製作する (以下、下地材①、② という)。

(2)下地材の取付け

問仕切壁を設置する位置に (1)の下地材を配置 し、鉄丸くぎ等で躯体に固定する。2
重壁の場合は、下地材① と②を並列に配置 し、その相互のたて枠の間隔が 227 5 mm以
下となるように躯体に固定する。
(3)敷目板の取付け
必要に応 じて、敷 目板をステンレス鋼 くぎ等で下地材に仮止めする。

(4)下張 り強化せっこうボー ドの取付け
予め、現場の寸法に合わせて切断 した下張 り強化せっこうボー ドを次のいずれか
の方法でたて枠等の下地材に取付ける。
① l重 壁の場合

ゆ 234X381 mm以 上のせっこうボー ド用くぎ等を用い、周辺部は loo mm以下の
晴1隔で、中間部は 200 mm以下の間隔でたて枠①、上枠及び下枠に留め付ける。
② 2重 壁の場合
上記のせっこうボー ド用くぎ等を用い、上記と同じ間隔で下地材①に留め付ける。

(5)グラスウールまたはロックウールの挿入
必要に応 じて、グラスウールまたはロックゥールを壁体中空部に挿入する。

(6)反対側の下張 り強化せっこうボー ドの取付け
1重 壁の場合は、たて枠②、上枠及び下枠に、2重 壁の場合には、下地材②に、下
張 り強化せっこうボー ドを前記 (4)と同じ方法で取付ける。
(7)上張 り両面ボー ド用原紙張ガラス繊縦混入せっこう板の取付け

う)

の 目

ド等
に取付ける。

①接着剤 (200gが以上)を併用して、幅 4 mm以上、長さ 19 mm以上のステープルで
以下の間隔で下張 り強化せっこうボー ドに留め付ける。

200 mm

上張 り両面ボー ド用原紙張ガラス織維混入せっこう板 (以下、せっこう板 とい
は、予め現場の寸法 に合わせて切断 し、その 目地が下張 り強化せっこうボー ド
地 と重な らないように配置 し、次のいずれかの方法で下張 り強化せっこうボー

② 接着斉」(200 3 /ぷ以上)を併用 して、 φ 234× 381  m m以上のせ っ こうボー ド用 くぎ等
で 200 m m以下の間隔で下地材 に留め付 ける。
③接を剤 (2003/ぷ以上)を併用 して、 o35X40 mm以 上のタッピンね じで 200 mm以下の
間隔で下地材 に留め付ける。

(8)上張 りせ っこう板の目地処理
上張 りせっこう板の目地部は、せっこう系等 目地処理材 (2003/m以上)及びガラス繊
維テープ (厚さ o2mm以 上、幅 50 mm以上)にて平滑に仕上げる。

‐9-
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下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条 の 26第 1項

(同法第 88条 第 1項 において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法

第 30条 及び同法施行令第 22条 の 3(界 壁の遮音構造)の 規定に適合するも

のであることを認める。

1.認定番号

SOI-0052

2認 定を した構造方法又は建築材料の名称

記

グラスウール又はロックツール充填/両 面・両面ボード用原紙
張/ガ ラス繊維混入せつこう板 ・強化せつこうボード重張/木
造千鳥下地間仕切壁

3認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り



(別添)
1 構 造名

グラスウール又はロックウール充填/両 面 ・両面ボード用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板 ・

強化せつこうボード重張/木 造千鳥下地間仕切壁

2 寸 法および面密度等

(寸法単位 i mm)

項 目 構 造 方 法
壁 厚 184-254

面 密  度

(一般断面)
4 2  2  k g h 2以上

3 材 料構成

1)主 構成材料

(寸法単位 i mm)

目項 構 造 方 法

①上張り用面材

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せっこう板
・規格  NM‐ 9645
,質量  面 密度 Hl～ 136町 佑2(比亘 117～143)
・寸法  厚 さ95(± 05)幅 455～1210(0,-3)長さ455～4500(+3,0)
・端部形状 ス クエア、ベベル、テーパー

両面ボー ド用原紙張/繊 維混入せつこう板
・規格  NM‐ 9364
・質量  面 密度 106～13 1 kgrlr12(比重 1125～1375)
・寸法  厚 さ95(± 05)幅 455～1210(0,-3)長 さ910～40001■3,0)
,端部形状 ス クエア、ベベル、テーパー

②下張り用面材

強化せ つこうボー ド
・規格  NM‐ 8615、JIS A 6901
・質量  面 密度93 kym2以上 (比重075以上)

i盛覇形状
厚衰ゲどす1賞kぱダ■把

0は〕長さ鋭0-4800にい

③吸音材

グラスウール
・規格  N昨 8605、JIS A 6301、JIS A 9504、
・質量  密 度 24 kg/m3以上
・寸法  厚 さ 100(又は 50+50)同 等以上
ロックウール
・規格   N M、 86 0 0、JI S  A  6 3 0 1、JI S  A  9 5 0 4、
・質量  密 度 24 kg怖

3以
上

・寸法  厚 さ 100(又 は 50+50)同 等以上

JIS A 9521

JIS A 9521

④上 下 枠
製材または集成材、若しくはこれに準ずるもの
t断面寸法  30～ 40×140～210

断面寸法の範囲内であれば、必要に応じて重ね合わせることも出来る。

⑤たて枠
製材または集成材、若しくはこれに準ずるもの
・断面寸法  30～ 40×45～170

断面寸法の範囲内であれば、必要に応じて重ね合わせることも出来る。

(別添-1)
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⑥端部のたて枠

たは集成材、若しくはこれに準ずるもの
・断面寸法  30～ 40×140～210

断面寸法の範囲内であれば、必要t三応 じて重ね合わせることも出来る。

2)副 構成材料

(寸法単位 t mm)

項 目 構 造 方 法

①上 ,下枠固定

金物

・規格  JIs A 5508に規定するもの、若 しくはこれに準ずるもの
,寸法  251(± 010)φ ×508(± 16)以 上
タッピンね じ
・規格  JIS B l122、JIS B l125に規定する防錆処理 したもの

若 しくはこれに準ずるもの
,寸法  35φ ×40以 上

コンクリー ト釘
・寸法  30φ  X50以 上

発射打込み鋲
・規格  」 Is A 5529に適合するもの、若しくはこれに準ずるもの
・寸法  30φ ×50以上

アンカーボル ト
・寸法  60o以 上

②固定ピン

(吸音材固定用)

スピン ドルピン
・寸法  長 さ38以 上

ステープル
・寸法  幅 4X長 さ25以 上 防錆処理したもの

③取付金物
(上張 り用)

くぎ
・規格  JIs A 5508に規定するもの、若しくはこれに準ずるもので

防錆処理したもの又はステンレス鋼のもの
・寸法  234(± 010)ゅ ×381(± 16)以 上
タッピンねじ
・規格  JIS B l122、JIS B l125に規定する防錆処理したもの

若 しくはこれに準ずるもの
,寸法  35o× 32以上
ステープル
・寸法  幅 4X長 さ 19以上 防 錆処理したもの

④取付金物

(下張り用)

くぎ                   ~
・規格  JIs A 5508に規定するもの、若しくはこれに準ずるもので

防錆処理したものスはステンレス鋼のもの
・寸法  234(± 010)φ ×381(± 16)以 上
タンピンねじ
・規格  JIs B l122、JIS B l125に規定する防錆処理したもの

若しくはこれに準ずるもの
・寸法   30φ ×22以上

⑤接着剤
酢酸ビエル樹脂系、合成ゴム系、

シリコーン系、ウレタン村脂系、
せつこう系、炭酸カルシウム系

アクリル樹指系、ポツサルファイ ド系、
ポリアミド樹脂系、エポキシ樹脂系、

③目地処理材
せつこう系、炭酸カルシウム系
・規格  JIS A 6914に適合するもの、若しくはこれに準ずるもの

(月1添 -2)
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つこう系、炭酸カルシウム系の無機質充填材
・規格  JIs A 6914に 適合するもの、若 しくはこれに準ずるもの
ロックウールモルタル
・規格  NM-8601

ロックウータレ
・規格  NMⅢ 8600、 JIS A 6301、JIS A 9504、JIS A 9521
ミルプ混入ロックツールフェル ト
規格  NM-8228

シー リング材

アクリル粒脂系、ウレタン樹脂系、ポリサルファイ ド系、シリコーン系、
酢酸ビエル村脂系

規格  JIs A 5758に 規定するもの、若しくはこれに準ずるもの

4 平 成 10年 改正前の建築基準法に基づ く認定番号の取 り扱いについて

当該認定書において、 「建築基準法の一部を改正する法律」 (平成 lo年 法律第 100号)に よる改

正前の建築基準法の規定による建設大臣の認定仕様がある場合は、平成 14年 6月 1日 以降は、 「建

築基準法の一部を改正する法律」 (平成 10年法律第 loo号)に よる改正後の建築基準法の規定によ

る当該認定仕様に係る国土交通大臣の認定仕様を用いるものとする。

(別添-3)
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5 構 造説明図

・見取図

(寸法単位 i mm)

取付金物

ノ    |

革

取付金物

強化せっこうボード 厚さ125

又はシーリング

憂東どぢど冒履紙梶そぞ柔ス繊維

(月!ジほ- 4)
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・垂直断面図

(寸法単位 i mm)

強化せっこうボード 厚さ12.5

国更どぢど冒履紙監ぞ柔ス繊維

充填材又は
シーリング材

充填材又は
シーリング材

(月!】呑- 5)
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(寸法単位 : mm)
・水平断面図

端部のたて枠
充填材又は
シーリング 吸音材 た て枠 接 着

強化せっこうボード 厚さ125

面ボード用
入せっこう

ガラス繊維
さ95

(房1)呑- 6)
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6 標 準施工仕様

1)塁 出し

間仕切壁を設置する所定の位置に正確に塁出しを行う。

2)下 地材の組立

予め現場の寸法に合わせて切断 した端部のたて枠及び、上 ・下枠の墨を基準に千鳥用たて枠を

227 5mn(片面 455mn)以上の間隔で上 ・下枠に取り付ける。但し、千鳥用たて枠の寸法は中空層に吸

音材を挿入するのに支障とならない寸法を選定する。

3)片 面の下張り用画材の取り付け

下張り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、取付金物 (下張り用)に て外周部 1 00nlll以内、

中間部 200脚以内の間隔で下地材に取り付ける。

4)吸 音材の取り付け

吸音材は、固定ピンにて下張り用面材の裏面若しくは下地材に取り付ける。

5)反 対lRlの下張り用面材の取り付け

3)の 手順で反対側の下張り用面材を取り付ける。

6)下 張 り用面材の四周取合部の処理(下張り用面材で処理する場合)

下張り用面材の取り付け後、四周取合部は隙間のないよう充填材又はシーリング材を充填する。但

し、充填材としてロックウール又はパルプ混入ロックゥールフェル トを使用する場合には、他の充

填材又はシーリング材を併用するか、若 しくは上張り用面材の四周取合部で他の充填材又はシーツ

ング材を充填する。

7)上 張 り用面材の取り付け

上振り用面材は予め現場の寸法に合わせて切断し、その目地が下張り用面材の日地と重ならないよ

う割り付け、取付金物 (上張り用)と 接着斉1を併用し 200m l以内の間隔で取り付ける。但し、釘又

はタンピンねじで取り付ける場合には、接着剤を省くことができる。

(別添-7)
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8)上 張 り用面材の四周取合部の処理 (上張り用面材で処理する場合)

下張り用面材で四周取合部の処理を行わなかった場合は、必ず上張り用面材の四周に隙間のないよ

う充墳材又はシーリング材を充填する。但し、充填材としてロックゥール又はパルプ混入ロックゥ
ールフェル トを使用する場合には、他の充填材又はシーリング材を併用する。

9)目 地処理

天丼より下の目地部は、目地処理材にて隙間なく平滑に仕上げる。

10)表 面仕上げ

防火上支障のない塗装、クロス、吹付け等の材料で仕上げる。

(別添-8)
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